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この社協だよりは、共同募金の配分金で発行しています。

令和３年度 一斉訪問日及び協力団体は以下のとおりです。

　５月12日（民生児童委員の日）
　７月21日（文の日）
　９月15日（老人の日）
　11月９日（119番の日）
　１月11日（110番の日）
　３月25日（電気記念日）

・民生児童委員� ・福祉活動協力員　　
・川本警察署� ・三原駐在所　　　　
・川本消防署� ・川本郵便局　　　　
・JAしまね川本支店� ・浄化槽センター　　
・老人クラブ連合会� ・ボランティア会　　
� （順不同）

野坂町長が、５月12日（水）の民生児童委員の日に、ひとり暮らしのお宅を訪問されました。
今年は、伊藤民生児童委員、菅田福祉活動協力員、櫻本健康福祉課長と共に、多田・久座仁地区を
訪問されました。
皆さん大変お元気で、お身体のことや生活する上でのこと、また、子どもさんのことなど近況を語
られていました。

一 斉 訪 問 日 協 力 団 体

野坂町長、１日民生児童委員として訪問活動！
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令和２年度　川本町社会 福祉協議会�

� 事業 ・決算報告
一
．
地
域
福
祉
活
動
（
住
民
全
般
）

①
総
合
相
談
・
情
報
提
供

◦
総
合
相
談

　
（
開
設
日
＝
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

毎
日
開
設　
相
談
件
数
15
件
）

◦
他
機
関
・
団
体
が
行
う
法
律
相
談

（
無
料
相
談
）
等
の
情
報
提
供

②
小
地
域
福
祉
活
動

◦
人
材
の
養
成

　
（
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
）

◦
活
動
拠
点
の
確
保
（
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
、
悠
湯
プ
ラ
ザ
の
活
用
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
盤
の
強
化

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
強

化
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
絡

調
整
・
研
修
会
等
）

④
共
同
募
金
配
分
金
事
業

◦
「
社
協
だ
よ
り
」の
発
行（
年
４
回
）

◦
敬
老
の
日
祝
い
品
贈
呈

◦
百
歳
祝
い
金
贈
呈

◦
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
ゲ
ー
ム
大
会
の
開
催

◦
悠
々
大
学
（
町
教
委
と
共
催
）

　
＝
施
設
見
学
や
体
験
学
習（
年
７
回
）

◦
見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
高
齢

者
独
居
世
帯
等
の
見
守
り
活
動
）

　
　

�「
見
守
り
通
信
（
お
元
気
で
す
か
ハ

ガ
キ
）
の
発
送
」

　
　
＝
年
６
回
：
５
３
４
通

　
　

�「
一
斉
訪
問
」

　
　
＝
年
４
回
：
３
９
４
世
帯
訪
問

◦
福
祉
活
動
協
力
員
事
業

◦
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
支
援

　
（
茶
話
会
、
手
工
芸
等　
年
８
回
）

◦
小
学
校
入
学
祝
い
品
贈
呈

◦
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
事
業
の
実
施

⑤
そ
の
他

◦
福
祉
用
具
の
貸
与

　
（
車
椅
子
、
歩
行
器
、
ベ
ッ
ド
等
の

貸
し
出
し
＝
１
件
）

◦
生
活
資
金
の
貸
付

◦
生
活
福
祉
資
金
の
事
務
取
扱

二
．
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

◦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

◦
日
常
的
金
銭
管
理

◦
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

三
．
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

◦
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
等

四
．
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業

（
一
）
通
所
型
介
護
予
防
事
業

①
悠
湯
プ
ラ
ザ
通
所

◦
生
き
が
い
通
所
事
業

　
＝
延
べ
利
用
者
数
：
８
６
４
人

（
二
）
介
護
予
防
事
業

①
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

　
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
：
各
自
治
会
を

単
位
と
し
て
開
催
）

◦
開
催
回
数
＝
２
２
０
回

◦
参
加
人
員
＝
１
，１
０
２
人

②
体
力
づ
く
り
運
動
指
導
事
業

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
実
施
）

◦
開
催
回
数
＝
27
回

◦
参
加
人
員
＝
３
７
２
人

③
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　
（
音
戯
館
プ
ー
ル
で
実
施
）

◦
開
催
回
数
＝
20
回

◦
参
加
人
員
＝
１
４
４
人

④
研
修
等

◦
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
（
月
１
回
）

（
三
）
高
齢
者
食
生
活
改
善
事
業

①
男
の
簡
単
料
理
教
室

◦
開
催
回
数
＝
15
回

◦
参
加
人
員
＝
61
人

②
簡
単
料
理
教
室

◦
開
催
回
数
＝
３
回

◦
参
加
人
数
＝
19
人

五
．
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

①
小
学
生
対
象
事
業

◦
子
ど
も
の
居
場
所
事
業

②
在
宅
児
家
庭
対
象
事
業

◦
施
設
開
放
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」

◦
体
験
活
動
「
わ
く
わ
く
デ
ー
」

◦
体
験
活
動
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
」

③
情
報
提
供
・
相
談
に
関
す
る
事
、
研
修

会
等

六
．
事
務
局

（
一
）
川
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

①
通
常
理
事
会
＝
３
回
開
催

②
臨
時
理
事
会
＝
１
回
開
催

③
定
時
評
議
員
会
＝
１
回
開
催

④
臨
時
評
議
員
会
＝
１
回
開
催

⑤
部
会
（
福
祉
部
会
）
＝
２
回
開
催

⑥
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

�

＝
１
回
開
催

⑦
監
査
＝
令
和
元
年
度
決
算
監
査
、
令
和

２
年
度
定
期
監
査

⑧
研
修
等

（
二
）
各
種
団
体
事
務
局

①
川
本
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

②
川
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

③
川
本
町
人
材
セ
ン
タ
ー

④
川
本
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

⑤
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部

　
川
本
町
分
区

⑥
川
本
町
共
同
募
金
委
員
会

▶資金収支決算書
収　入 �  （単位：円）

項　　　目 決　算　額 説　　　　明
会 費 収 入 1,488,000
寄 付 金 収 入 1,760,000 一般・香典返し寄付金
経 常 経 費 補 助 金 収 入 20,052,947 町補助金、共同募金配分金（一般・歳末）
受 託 金 収 入 31,557,195 町受託金、県社協受託金
貸 付 事 業 収 入 20,000 生活資金貸付償還金
事 業 収 入 1,147,600 葬儀用品売上・すこやかセンター利用料など
受 取 利 息 配 当 金 収 入 8,999 利息収入
そ の 他 の 収 入 32,190
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 0

合　　計 56,066,931

支　出� （単位：円）
項　　　目 決　算　額 説　　　　明

法 人 運 営 事 業 2,657,271 法人運営費など
地 域 福 祉 推 進 事 業 203,400 生活福祉資金貸付事業など
補 助 金 事 業 18,364,194 社会福祉活動事業
介 護 予 防 等 生 活 支 援 事 業 9,096,645 悠湯プラザ通所事業、ミニデイサービスなど
福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業 1,352,020 日常生活自立支援事業
共 同 募 金 配 分 金 事 業 1,769,743 一般配分金・歳末助け合い配分金
子育てサポートセンター事業 8,401,950 在宅児家庭支援事業、放課後居場所事業など
地域福祉・保健センター指定管理事業 5,111,261 施設維持管理費
悠 湯 プ ラ ザ 指 定 管 理 事 業 1,215,122 施設維持管理費
自 立 相 談 支 援 事 業 5,000,000 生活困窮者自立相談事業
葬 儀 用 品 販 売 事 業 657,918 葬儀用品仕入

合　　計 53,829,524

前 期 末 支 払 資 金 残 高 22,337,310
当 期 末 支 払 資 金 残 高 24,574,717

令
和
２
年
度
事
業
報
告
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会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
・
評
議
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
３
年
度
定
時
評
議
員

会
及
び
令
和
３
年
度
第
１
回
臨
時
評
議
員
会
に
お

い
て
、
下
記
の
方
々
が
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、

令
和
３
年
度
第
１
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
会

長
、
副
会
長
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令

和
５
年
の
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
第
１
回
評
議
員
会
選
任
・

解
任
委
員
会
に
お
い
て
、
下
記
の
方
々
が
評
議
員

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
７
年

の
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
で
す
。

　
退
任
さ
れ
ま
し
た
前
役
員
・
前
評
議
員
の
皆
様

に
は
、
長
き
に
わ
た
り
社
協
経
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

《
敬
称
略
》

会　
長

三　

上　

能　

人

副
会
長

住　

田　

達　

宣

理　
事

遠　

藤　

幸　

秀

〃

櫻　

本　

博　

志

〃

佐
々
木　

ミ
チ
子

〃

樋　

口　

千
代
子

〃

安　

田　

誠　

人

〃

米　

田　

幸　

廣

監　
事

森　

脇　

淳　

宏

〃

今　

田　

哲　

司

�

《
敬
称
略
》

石　

田　

和　

範

大
地
本　

央　

仁

川　

平　

克　

憲

勢　

田　

房　

行

市　

原　

和　

正

室　
　
　

孝　

子

高　

木　

豊　

弘

大　

嶋　

利　

昭

塚　

田　
　
　

博

堀　

川　

俊　

雄

中　

垣　

和　

夫

佐
々
木　

由
利
子

前　

田　

輝　

子

奥　

田　

幸　

登

藤　

田　

浩　

司

新
評
議
員
紹
介

こ
の
た
び
、
会
長
の
選
任
を
受
け
、
改
め
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。
地
域
福
祉
を
担

う
当
協
議
会
が
、
今
後
に
向
け
て
住
民
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
、
お
役
に
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
当
協
議
会
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地

域
福
祉
の
イ
ン
フ
ラ
（
基
盤
構
造
）
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、「
総
合
相
談
」
を
は
じ
め
と
し
て
身

近
で
ご
存
じ
の
「
介
護
予
防
生
活
支
援
」
や
「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、「
日
常
生

活
自
立
支
援
」、
生
活
資
金
の
「
貸
付
け
」
等
の

事
業
に
及
び
ま
す
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
面
で
は
、「
地
域
共
生

社
会
」
と
い
う
国
の
方
針
に
従
っ
て
、
県
内
で
も

都
市
部
の
社
協
に
お
い
て
関
係
機
関
と
協
働
し
た

先
進
的
な
モ
デ
ル
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
試
行
過
程
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
協
の
在
り
方

が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
地

域
住
民
で
あ
る
我
々
に
期
待
さ
れ
る
の
が
、「
自

助
・
共
助
・
互
助
・
公
助
」
の
理
解
・
実
践
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
―
親
先
祖

か
ら
伝
え
ら
れ
た
―
固
有
の
文
化
を
持
ち
、
更
に

人
の
往
来
が
活
発
化
し
て
他
文
化
の
活
力
を
も
取

り
込
み
つ
つ
変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

域
を
基
盤
と
し
て
、
誰
も
が
「
住
み
易
く
、
生
き

甲
斐
の
あ
る
」
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
住
民
一
人

ひ
と
り
の
活
性
こ
そ
、
地
域
福
祉
の
目
指
す
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日
常
的
な
声
掛
け

は
月
並
み
な
よ
う
で
、
そ
の
積
み
上
げ
は
、
非
常

時
に
地
域
防
災
や
地
域
防
犯
で
意
味
を
持
つ
は
ず

で
す
。
こ
の
点
で
、
当
協
議
会
に
は
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
等
の
地
域
組
織
の
事
務
局
も
置
か

れ
、
要
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
僭
越
な
が
ら
、
私
自
身
、
住
民
の
一

人
と
し
て
考
え
ま
す
一
つ
が
、
天
台
宗
開
祖
・
最

澄
の
「
照
于
一
隅
（
一
隅
を
照
ら
す
）」
の
心
得

で
す
。
そ
の
実
践
が
「
万
燈
照
隅
」
と
な
り
ま

し
ょ
う
。
今
一
つ
が
、
米
国
大
統
領 
Ｊ
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
が
、
就
任
演
説
で
述
べ
た
「
米
国
が
あ

な
た
に
何
を
す
る
か
を
問
う
な
か
れ
。
あ
な
た

が
米
国
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問
え
」
の

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
す
。
現
に
当
町
も

他
市
町
村
に
劣
ら
ず
厳
し
い
環
境
の
下
で
、
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
町
当
局
、
ま
た
議
会
等
に
お
い

て
懸
命
な
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。
地
域
振
興
面

と
共
に
、
地
域
福
祉
の
面
で
も
更
な
る
一
歩
を
進

め
た
い
も
の
で
す
。

川本町社会福祉協議会
会長　三 上　能 人

新
役
員
紹
介
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故  

坂
根 

ヤ
ツ
ヱ  

さ
ん

（
大
正
10
年
５
月
１
日
生
）

５
月
１
日
に
満
百
歳
を
お
迎
え

に
な
り
、
お
祝
い
に
お
伺
い
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月
20
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
安
ら
か
な
る

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

西村 セツ さん
（大正10年５月４日生）

京極 賢子 さん
（大正10年５月２日生）

横田 ミサヨ さん
（大正10年７月10日生）

おめでとうございます！
百歳バンザイ!!幼児安全法講習会をしました

６月、日本赤十字社島根県支部の指導員による
『幼児安全法講習会』を開催しました。幼児用と小
児用の人形を使った心肺蘇生法やAEDの使い方、

子どもが誤飲してしまったときの対処法などを学びました。
また、日々の忙しさで忘れがちな“大切な命”について考え
る機会にもなり、「我が子のために、大事なことだから…」
と、多くの保護者の皆さんが参加され、とても充実した時間
となりました。
子どもの思いがけない病気やケガ・事故に慌てることのな
いよう、講習で学んだことを活かしていきたいですね。

　 サポセン畑でさつま芋を育てよう～♪
昨年はコロナ禍で、小学
生の体験活動ができません
でしたが、今年は『新しい
生活様式』の中、感染予防
対策をしながら、体験活動
を再開しました。
５月は、横田さんのご指
導のもと、きっず・くらぶ
参加者（２・３年生）15
名で、さつま芋の苗を植え
ました。10月の芋掘りが
待ち遠しいなぁ～♪

在宅児家庭対象『あそびのひろば』

きっず☆くらぶ（小学生対象の体験活動）

芽は、太陽の方に向けるんだよ

大きなお芋になあれ～！！
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この社協だよりは再生紙を使用しています
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交
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